
平成23年6月6日

東北電力株式会社

緊急設置電源の新設に係る説明会結果概要について（新潟火力）

　このたび，供給力確保に向けた緊急設置電源を新たに新潟火力発電所敷地内に設置

することについて，環境保全対策等の説明会を以下のとおり開催しました。

1．説明会の概要

　　開催目：平成23年5月26目（木）

　　開催場所：新潟火力発電所P　R館

　　開催時間：18：30～19：35

　　　ご来場者：33名

2．質問等と回答の概要

質問等

これまでの発電設備とガスタ

ービン発電設備の違いと利点
は何か。

なぜ新潟火力発電所に設置す
るのか。恒久的な設備ではない

のか。

今回設置する発電設備の採用
実績は。これまで環境面で問題

など生じていないか。

機器の海上輸送ルートの道路
について，重量物運搬により道

路舗装が損傷しないよう配慮
してほしい。

環境監視データは第三者機関
がチェックしているか。定期的

に監視結果は市民へ公表して
いるか。

回　答

これまでの発電設備はボイラーと蒸気タービンで発

電機を動かすもの（新潟4号機）とガスタービンと
蒸気タービンの組合せで発電機を動かすもの（コン

パインドサイクル，新潟5号系列）があります。今
回設置する設備はガスタービンだけで蒸気タービン

がないため，構造が簡単で工期が短く，温排水を発

生しない利点があります。

燃料供給，系統連携，設置スペースを考慮しました。

また，設備は被災した発電所の復旧後は廃止を前提

に検討したいと考えております。

5号系列のガスタービンと同機種であり，一般産業

や自家発電でも十分実績があり，環境面での問題も

ないと考えております。

海上輸送ルートを使用する大型の重量物の搬入の頻

度は少ないものと考えており，道路損傷の可能性は
小さいと思っておりますが，搬入時には細心の注意

を払って道路の舗装に損傷を与えることのないよう
注意します。

ばい煙測定結果は県ヘテレメートしている他，第三

者機関による分析も行っております。また，年1回
新潟市に管理状況の確認をしていただいておりま
す。今回設置する発電設備については，監視結果を

ホームページ等で公表いたします。



質問等

ガスを燃料とするのは今回が
初めてか。ガスタンクは新しく

作らないのか。

一回　答

5号系列がガスを使用する予定である他，4号機はガ
スと重油を使用しております。また，既設パイプラ

インからガスを供給するため，新規のタンクは設置
しません。

3．説明会で使用した資料

　［配布資料］

　　添付1r緊急設置電源の新設計画について（地点

　［説明資料］

　　添付2r緊急設置電源の新設計画について　地点

新潟火力発電所敷地内）」

新潟火力発電所敷地内」

以　上



1．計画の概要

緊急設置電源の新設計画について
　　　（地点　新潟火力発電所敷地内）

4．工事の概要

　　　　　　　　　画
　平成23年5月
東北電力株式会社

　東日本大震災の影響により，弊社供給区域における電力供給が極めて厳しい状態に

あることから，新潟火力発電所の敷地内にガスタービン発電設備（6号機）の設置を

計画するものです。

基礎工事

機器据付工事

鉄筋コンクリート造の基礎を構築します。

（6号機コンクリート基礎面積：約1，000㎡）

ガスタービン等の大型機器は海上輸送により搬入し，

据付を行います。

2．設備の概要

項　目 6号機

種　　類 ガスタービン

出　　力 3．4万kW（大気温度一1℃）

使用燃料 天然ガス

運転開始 平成24年1月（予定）

■ガスタービン発電設備のしくみ

■工事期間および工事内容
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■発電所敷地内位置図

項　目 単位 6号機

煙　　突 高　　さ m 35

量（湿り） 103m3N／h 335

排出ガス 温　　度 ℃ 533

速　　度 m／s 34．6

排出濃度 ppm 0
硫黄酸化物

排出量 m3N／h 0

排出濃度 ppm 40
窒素酸化物

排出量 m3N／h 16

排出濃度 9／m3N 0
ばいじん

排出量 ㎏／h 0

※窒素酸化物の排出濃度は，02＝16％換算値



6．環境配慮
　本計画は環境影響評価法の手続の適用除外の対象となりますが，環境影響評価法の
趣旨に則り，以下のとおり実行可能な：最大限の環境配慮を行ってまいります。

　（1）工事における配慮

全　般
＞　国等の基準以下に環境保全目標を設定し，目標を超過しないよ

@　う工事工程の調整を行います。

資材等の運搬

》　車両が集中する通勤時間帯を避けて運搬します。

t　大型機器は新潟西港山の下埠頭まで海上輸送し，陸上の交通量

@を低減します。

п@急発進の禁止，アイドリングストップ等を実施します。

建設機械の稼働等

》　低騒音・低振動型等の建設機械を極力使用します。

t　低騒音・低振動工法を極力採用します。

п@住居等がある敷地境界には防音シートを設置します。

工事排水 ＞　仮設沈殿槽又は仮設排水処理装置で処理します。

（2）運転における配慮

全　般

》　本設備の運転は，原則として夏季及び冬季の電力需給が逼迫す

@る時期とします。

t　国等の基準以下に環境保全目標を設定し，目標を超過しないよ

@う最適な状態での運転に努めます。

ばい煙

＞　燃料に天然ガスを使用するため，硫黄酸化物及びばいじんを排

@出しません。

п@低NO×燃焼器を採用し，窒素酸化物の排出を低減します。

騒音・振動
＞　設備の周囲には，防音壁や防音カバー等を設置します。

п@機器の基礎を強固にし，振動の発生を抑制します。

プラント排水 ＞　既設の排水処理装置で処理します。

景　観 ＞　設置する煙突等の色は，周辺の景観に配慮します。

温排水 ＞　本設備は海水による冷却が不要なため，温排水が発生しません。

　（1）監視の内容

　　＞環境影響の監視については，表一1～2に示す内容を実施する計画です。

　　＞監視結果により，環境影響を低減させる必要がある場合には，追加の保全措置
　　　を検討し，講じます。

　　＞監視については継続的に実施することとし，詳細については，関係自治体と協
　　　議してまいります。

　（2）監視結果の公表

　　＞監視結果及びそれにより講じた環境保全措置の内容については，新潟市へ定期
　　　的に報告するほか，当社ホームページ及び新潟火力発電所で閲覧できるようにし
　　　ます。

　　＞詳細については，関係自治体と協議してまいります。

表一1　環境影響の監視内容（工事期間中）

監視項目 対　　象 監視方法等 環境保全目標 国等の基準

騒音

U動

騒音レベル

U動レベル

1回／月

H事の影響が大きい時

冾ﾉ敷地境界で測定

騒音：70dB以下

U動：65dB以下

規制適用除外※

i騒音85dB）

i振動：75dB）

工事排水
水素イオン濃度（pH）

wV物質量（SS）

1回／月

ｼ設沈殿槽又は仮設排

��搗葡u出ロで測定

pH15．8～8．6

rS：40mg／1以下

規制適用除外※

i50～9．0）

i200mg／1）

産業

p棄物
発生した産業廃棄物

種類，発生量，処分量

yび処分方法を把握

極力低減し，適正に

�ｪする

極力低減し，適正

ﾉ処分する

表一2　環境影響の監視内容（運転開始後）
監視項目 対　　象 監視方法等 環境保全目標 国等の基準

ばい煙
窒素酸化物

ﾎいじん

窒素酸化物：常時監視

ﾎいじん：年1回／年
40ppm以下
@Og／m3N以下

70　ppm
nO59／m3N

一般環境 二酸化窒素

自治体の一般環境測定

ﾇ（8局）における測
閭fータを収集，整理

国の環境基準以下

SO2：0．04ppm
mO2：0．04ppm
wV粒子状物質：
O．10mg／m3

騒音

U動
騒音レベル

U動レベル

夏季：1回

~季：1回
ｭ電設備の稼働時に敷

n境界で測定

騒音

@朝　二60dB以下
@昼間：65dB以下

@タ　ニ60dB以下
@夜間：50dB以下

U動
@昼間：65dB以下
@夜間：60dB以下

規制適用除外※

實ｹ
@（朝　：65d8）

@〔昼間：70dB）

@（タ　：65dB）

@〔夜間：60dB）

U動
@〔昼間：65dB）

@（夜間：60dB）

一般排水

排水量

�fイオン濃度（pH）

ｻ学的酸素要求量
iCOD〕

wV物質量（SS）
mルマルヘキサン抽出物質含

L量（nヘキ）

1回／2ヶ月

麹∑r水処理装置出口

ﾅ測定

量160m3／時以下
垂g　：5．8～8．6

bOD：15mg／1以下

rS　：20mg／1以
祉wキ：1．5mg／1以

規制適用除外※

@　　一
i5．0～90）

t60mg／D
i200mg／D
@（5mg／1）

産業

p棄物
発生した産業廃棄物

種類，発生量，処分量

yび処分方法を把握

極力低減し，適正に

�ｪする

極力低減し，適正

ﾉ処分する

※騒音・振動及び排水は，騒音規制法，振動規制法，水質汚濁防止法の適用を受けないが，

　適用された場合の規制値を参考として（）内に示した。

8．おわりに
　　本計画の実施にあたり，実行可能な最大限の環境配慮を行ってまいります。

　　何卒，本計画に対するご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。



画

　　地震［より停止中の発電所
▲●　（定廻検査中の停止を含む）

▲　地震停止後，優旧した発電所　　い

▲●地震による被害が無かった発電所

新潟火力発議

東通原子力発電所　【110万kW】

（震災時は定期検査で停止中）

八戸火力発電所　　【25万kW】

女川原子力発電所【2174万kW】

仙台火力発電所　　【446万kW】

新仙台火力発電所　【95万kW】

原町火力発電所　【200万kW】

【 】内は発電所の出力
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●側面図

ガスタービン発電設備

　　（高さ約10m）

煙突（高さ35m）

●平面図
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二酸化窒素の予測結果（1年間平均）
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〈参　考＞

平成23年5月30目

東北電力株式会社

緊急設置電源の新設に係る説明会のご報告（概要）について

　このたび，供給力確保に向けた緊急設置電源を新たに新潟火力発電所敷地内に設置

することについて，環境保全対策の説明会を開催しましたので，概要を報告いたしま

す。

　本計画の実施に当たっては，実行可能な最大限の環境配慮を行ってまいりますので，

ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

（1）説明会の概要

　　開催日：平成23年5月26日（木）

　　開催場所：新潟火力発電所P　R館

　　開催時間：18：30～19：35

　　ご来場者：33名

（2）皆さまから頂戴したご質問と弊社の回答

　　説明会で頂戴いたしました皆さまからのご質問については，1週間を目途に弊

　社ホームページにご質問と回答を掲載させていただきます。

（3）説明会で使用した資料

　［配布資料］

　添付1r緊急設置電源の新設計画について（地点

　［説明資料］

　添付2r緊急設置電源の新設計画について　地点

新潟火力発電所敷地内）」

新潟火力発電所敷地内」

（4）お問合せ先

　　東北電力株式会社　環境部　環境管理グループ　　（電話：022・799・6154）

　　　※お問合せは，平日（8：40～17：20）に対応させていただいております。

以　上


